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不安を愉快に変える処方箋は、いかがですか？



＜非正規雇用の立ち位置とは？＞

★決められた業務に専念します！

カウンターなどの閲覧業務 → 利用者対応など。

職員様が行き届かないところを補う → 返却本の配架、書架整理など。

★図書館運営には関わりません！

めんどうなことは、おことわりぃ～♪

＜非正規雇用は正規職員に守られている！＞

★難しいレファレンスやクレームなど、引き継いで頂けます♪

非正規雇用が悩み、利用者に直接回答を出すことは、必ず必要とは限らない。

＜正規雇用と非正規雇用の違いって？＞

★責任 → 結果、成果などの功績。図書館のため！自分のため！

★待遇 → 雇用、収入が安定している。数年先までの計画立案ができる？

★保証 → 継続、異動など。



＜非正規雇用のお得感はたっぷり！＞

★まず、業務に対する責任感と誠実さを忘れないこと

自身が担当する業務には責任があります。

誠実に業務を遂行することで、信頼が得られます。

★そして、目指す司書、なりたい司書をイメージしましょう

次のStepが見つかったら、迷うことなく前進します。

目指すものが見つかったら、自分のスピードで邁進できます。

★それから、司書業務に専念できる環境を存分に活用しましょう

本が好き♪人が好き♪人事異動がない分、司書業務に専念できます。

★さあ、エステのつもりで、自分磨きをしましょう

人材を育成する必要がない分、非正規雇用は研鑽を積むことに集中できます。



フリーだからこそ、束縛されずに、やりたいことができる。

上を目指す
例）ヘルスサイエンス情報専門員

現在のポジションをキープ
例）閲覧専門、目録専門

視野、思考、人脈など、
知識の広がる幅が大きい

特定の業務に特化した専門家

司書としてどちらを選択するのか、正解も不正解もありません！

正規雇用も非正規雇用も関係ないのです。

「司書」はその図書館にとってどうあるべきかを最優先に考えましょう。

『正規雇用』は、

組織の中で、図書館のカラーに染まるか？図書館のカラーを変えるか？

『非正規雇用』は、

自分が図書館のカラーに染まるか？その図書館のカラーを染めていくか？



★非正規雇用だからできる！

発想の転換で伸びしろは無限にある。

失職の不安は、新しい図書館と出会うチャンスと考える。

経験は知識となり、新しい職場へのステップとする。

研修やセミナーで得た情報、資料は必ず生かされる。

自分自身の研鑽を積むことに集中できる。

★非正規雇用はしない！

人材の育成 → 非正規雇用が正規雇用の教育はしない。

図書館運営に関する業務に携わる → 人事、予算、組織に関われない。

＜非正規雇用ができること、しないこと＞



初めての研修参加
看護図書館
新人研修

思い出は、ラスク

そば懐石に
つられて参加した
日本看護図書館協会

研究会

潮来の
公共図書館で
プログラミング

研修！

Data Base
バージョンアップ

説明会
お土産に感動の
どら焼き！

マイ参加条件
公共交通機関で
行けるところ

通勤ラッシュを避ける

参加できる日は
お休みの平日や
有給休暇を利用

行くまでのプロセス
お茶やランチ

終わってからの寄り道
お買いものやお食事

報告義務がない分、
雑談で面白楽しく、

あるある報告

おなかいっぱい楽しんだら、
ヘルスサイエンス情報専門員

基礎の
ポイントがたまってた

参加できると
判断したら

迷わず申し込む！



＜不安を愉快に変える処方箋＞

★処方の内容

雇用の不安は、新しい図書館へのStep Upと考えましょう。

モチベーションを上げて、マイナスをプラスに考えましょう。

なりたい「司書」をイメージしましょう。

自己負担は自己投資と考えましょう。

できないことには「いたしません」と言いましょう。

いろいろな図書館員の方との語らいや、情報交換を大切にしましょう。

孤軍奮闘で頑張らず、Give & Takeの精神で仲間を信頼しましょう。

★有効期限

非正規雇用の間、有効です。
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★ご注意
発表は、個人の感想であり、効果を保証するものではありません。
結果、成果には個人差があります。

ご清聴、ありがとうございました！


